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　咀噛の役割の一一つとして、精神心理学的な

影響は、ストレスの多い現代社会において注
目すべきことで、実際チューインガムなど
咀囎ならびにその成分により精神に与える影
響が強調された広告をよく目にする。しかし、

一部、脳波における主な4つの波の一つであ
るα波の変化によりその効用の妥当性を唱え
ている文面もみられるものの、その効用を科
学的に、客観的に検討し報告した例をみるこ

とはない。そこで我々は．脳波変化の分析に
基づき咀噌の持つ精神にたいする影響につい
て予備的に検討したので報告する。

　研究対象ならびに方法：パソコンにて使用
可能な、脳波bio　・一　feedback装置BlOS（GEZ社製）

による被験者｛2名、脳波計MME－3124（躰光翻製）

による被験者H名、共に成人である。資料採
取は、背もたれの角度約45度としたヘッドレ
ス付き椅子にて約1分間安静な状態で保った
後、5分間脳波を採取し、その後3分間市販さ
れているスペアミントガム（ロッテ欄）を咀囎さ

せ、その後2分間安静にさせ、5分間脳波を採
取した。BIOSでは前頭部より単極導出、　MME－

3124では、12極を設定し今回BiOSと同部位の
前頭部の単極導出による資料を使用した。
　結果ならびに考察：BlOSによるα波の発現
傾向から、スコア値ならびに4波における
α波の分布頻度のガム咀噛前後の比較からガ
ム咀囎後が咀噛前と比較し有意に高値と高頻
度を示した。MME－3i24においても同様な結果
がえられた。尚、この傾向が偶然性か否かを
検討するため、同じ採取経過で、ガム咀噛を
させず単にそれぞれ2回採取した資料からは
前記した結果が得られず、前後で差を認めな
かった。尚、スコアとα波の相関関係におい
て、BIOSにおけるガム咀噌前以外、他すべて
で有意に相関を示した。以上の結果から、ガ
ム咀囎によりα波の発現に明らかな変化が認
められ、その変化の誘因として、咀嶋自体か
ガムに含まれている成分（主に糖質）が考え
られた。
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